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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第37期
第２四半期
連結累計期間

第38期
第２四半期
連結累計期間

第37期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 34,319 35,240 68,360

経常利益 (百万円) 5,250 4,570 9,929

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,754 2,548 5,311

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,691 2,635 5,312

純資産額 (百万円) 29,271 33,333 31,415

総資産額 (百万円) 52,976 55,157 53,618

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 136.76 126.30 263.64

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 136.43 126.27 263.15

自己資本比率 (％) 55.2 60.4 58.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,676 4,356 6,708

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,387 △1,755 △4,465

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,014 △1,420 △3,925

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 7,183 8,404 7,223

　

回次
第37期

第２四半期
連結会計期間

第38期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成22年７月１日

至　平成22年９月30日

自　平成23年７月１日

至　平成23年９月30日

 １株当たり四半期純利益金額　　　　(円) 78.46 70.23

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第37期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済を取り巻く環境は、ギリシャを発端とする欧州の経済不

安定化や42年間に及んだカダフィ政権の崩壊等アラブ諸国での改革、また米国では「We are the 99％」を

合言葉に格差是正運動が広がる等海外経済の減速が懸念される中、震災後の消費マインドの回復やサプラ

イチェーンの復旧は見られたものの、記録的な豪雨をもたらした台風等の天災や、戦後最高値を更新した急

激な円高の進行、補正予算の執行の遅れに加え今後の電力供給に対する不安が残る等、先行きは不透明なま

ま推移致しました。

　外食業界におきましては、国内市場縮小からアジアを中心とした海外進出が盛んに行われる中、セシウム

汚染食材への懸念や相次ぐ食中毒事件により、消費者の食の安全性に対する関心が一層高まり、電気料金や

食材の高騰等の要因とあいまって、依然として厳しい状況が続いております。

　このような状況下当社グループは、７月に国内店舗数600店舗を達成し、それを記念した餃子無料券配布

キャンペーンを行い、多くのお客様にご来店頂きました。９月には新潟県へ初出店を果たし、1000店舗を目

標に、全国展開のさらなる足がかりとして北海道への進出も決定し、札幌市内に工場を新設して年内に１号

店を出店すべく取組んでおります。

　出店ペースを緩めることなく、一店一店が地元になくてはならない店として進化し続けるべく、焼そば麺

の改良や、より安心安全で美味しい餃子を提供する為に餃子の皮の包装を真空パック化する等の施策に加

え、前年に引き続き調理技術の向上を目指した主要メニューの月替わりフェア、更に店長、チーフのみでな

く新たにパートタイマーも加えた接客研修の強化等に尽力して参りました。

　店舗展開の状況につきましては、当連結会計年度の出店計画に基づき、関東、関西地区を中心に直営12店、

フランチャイズ（以下ＦＣという）10店の新規出店、直営３店、ＦＣ１店の閉鎖を行っております。これに

より期末店舗数は、直営399店（うちＬＳ[委託ライセンスシステム]４店）、ＦＣ208店（うち委託ＦＣ５

店）となりました。
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① 売上高

連結売上高は、前年同四半期に比べて９億20百万円（2.7％）の増収で352億40百万円となりました。

② 営業利益

新店効果による増収がありましたが、食材価格の高騰、人件費や減価償却費等の増加により、前年同四

半期に比べて５億75百万円（11.2％）減少し、45億75百万円となりました。

③ 経常利益

金融収支の改善等がありましたが、上記理由に加え東日本大震災義援金の計上により、前年同四半期に

比べて６億80百万円（13.0％）減少し、45億70百万円となりました。

④ 四半期純利益

前年同四半期に資産除去債務会計基準の適用に伴う特別損失の計上がありましたが、上記理由等によ

り、前年同四半期に比べて２億６百万円（7.5％）減少し、25億48百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ15億38百万円

（2.9％）増加し、551億57百万円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。 

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ12億88百万円（14.9％）増加し、99億54百万円となりました。主な

要因は現金及び預金の増加等であります。 

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ２億50百万円（0.6％）増加し、452億３百万円となりました。主な

要因は投資有価証券の増加等であります。

（負債の部）

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ３億78百万円（1.7％）

減少し、218億23百万円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。 

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ１億91百万円（1.3％）増加し、147億86百万円となりました。主な

要因は未払法人税等の増加等であります。 

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ５億69百万円（7.5％）減少し、70億37百万円となりました。主な

要因は長期借入金の減少等であります。なお、借入金と社債の残高は116億83百万円となりました。

（純資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ19億17百万円

（6.1％）増加し、333億33百万円となりました。主な要因は四半期純利益が25億48百万円になった事等で

あります。以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の58.5％から60.4％となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ11億81百万円増加し、84億４百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期より16億79百万円（62.8％）増加し、43億56百万円とな

りました。増加の主要因は法人税等の支払額の減少であります。 

　主な内訳は、税金等調整前四半期純利益44億66百万円に減価償却費14億59百万円等を加えた額から法人

税等の支払額17億39百万円等を減じた額であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期より６億31百万円（26.5％）減少し、17億55百万円とな

りました。減少の主要因は有形固定資産の取得による支出の減少であります。 

　主な内訳は、有形固定資産の取得による支出15億68百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期より５億93百万円（29.5％）減少し、14億20百万円とな

りました。減少の主要因は借入金等の収入の増加であります。 

　主な内訳は、借入金等の純減少額７億42百万円や配当金の支払額７億５百万円等による支出でありま

す。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等は次のとおりであります。

（株式会社の支配に関する基本方針）

① 会社の支配に関する基本方針

上場会社である当社の株式は株主、投資家の皆様による自由な取引が認められており、当社の株式に

対する大規模買付提案またはこれに類似する行為があった場合においても、一概に否定するものでは

なく、最終的には当社株主の皆様の判断に委ねられるべきものであると考えます。

しかしながら、近年わが国の資本市場においては、対象となる企業の経営陣の賛同を得ずに、一方的

に大規模買付提案またはこれに類似する行為を強行する動きが顕在化しております。

当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、経営の基本理念、企業価値のさま

ざまな源泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株

主共同の利益を中長期的に確保、向上させる者でなければならないと考えております。従いまして、企

業価値ひいては株主共同の利益を毀損するおそれのある不適切な大規模買付提案またはこれに類似す

る行為を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えます。

② 会社の支配に関する基本方針の実現に資する取組み

当社では、多数の投資家の皆様に継続して当社に投資していただくため、当社の企業価値ひいては株

主共同の利益を向上させるための取組みとして、種々の施策を実行しております。

これらの取組みは、会社の支配に関する基本方針の実現に資するものと考えております。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,286,23023,286,230
大阪証券取引所
（市場第一部）

単元株式数　100株

計 23,286,23023,286,230― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

― 23,286,230 ― 8,166 ― 9,026

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

アサヒビール株式会社 東京都墨田区吾妻橋１－23－１ 2,453 10.53

ジャパンフードビジネス
株式会社

東京都渋谷区恵比寿南３－２－17 2,000 8.58

加　藤　欣　吾 京都市山科区 1,648 7.07

アリアケジャパン株式会社 東京都渋谷区恵比寿南３－２－17 1,000 4.29

加　藤　梅　子 京都市山科区 611 2.62

加　藤　ひ　ろ　み 京都市左京区 602 2.58

公益財団法人
加藤朝雄国際奨学財団

京都市山科区西野山射庭ノ上町237 528 2.26

加　藤　　　潔 京都市左京区 311 1.33

吉　田　英　里 京都市右京区 267 1.15

加　藤　貴　司 京都市左京区 267 1.15

計 ― 9,691 41.61

(注) １　当社は自己株式3,099千株（所有株式の割合13.31％）を所有しておりますが、上記の大株主から除いてお

　 ります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式3,099,700

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
　　　20,177,700

201,777 ―

単元未満株式 普通株式  8,830 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 23,286,230― ―

総株主の議決権 ― 201,777 ―

　

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　
株式会社
王将フードサービス

京都市山科区西野山射庭ノ
上町294番地の１

3,099,700 ― 3,099,700 13.31

計 ― 3,099,700 ― 3,099,700 13.31

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,280 8,465

売掛金 86 72

有価証券 10 10

商品及び製品 83 98

原材料 227 209

その他 984 1,102

貸倒引当金 △7 △5

流動資産合計 8,665 9,954

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 38,632 39,428

減価償却累計額 △24,652 △25,481

建物及び構築物（純額） 13,979 13,946

機械装置及び運搬具 2,520 2,374

減価償却累計額 △1,758 △1,671

機械装置及び運搬具（純額） 761 703

工具、器具及び備品 3,366 3,300

減価償却累計額 △2,679 △2,624

工具、器具及び備品（純額） 686 676

土地 21,090 21,212

建設仮勘定 206 190

有形固定資産合計 36,725 36,728

無形固定資産 58 60

投資その他の資産

投資有価証券 1,309 1,455

差入保証金 4,174 4,183

その他 2,830 2,891

貸倒引当金 △145 △115

投資その他の資産合計 8,168 8,413

固定資産合計 44,952 45,203

資産合計 53,618 55,157
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,632 1,621

1年内償還予定の社債 240 100

短期借入金 100 420

1年内返済予定の長期借入金 7,214 6,889

未払法人税等 1,818 2,090

賞与引当金 600 615

その他 2,990 3,049

流動負債合計 14,595 14,786

固定負債

長期借入金 4,871 4,273

退職給付引当金 518 514

資産除去債務 504 527

その他 1,711 1,721

固定負債合計 7,606 7,037

負債合計 22,202 21,823

純資産の部

株主資本

資本金 8,166 8,166

資本剰余金 9,035 9,031

利益剰余金 23,210 25,052

自己株式 △5,049 △5,015

株主資本合計 35,363 37,234

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 29 116

土地再評価差額金 △4,018 △4,018

為替換算調整勘定 0 0

その他の包括利益累計額合計 △3,988 △3,901

新株予約権 41 －

純資産合計 31,415 33,333

負債純資産合計 53,618 55,157
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 34,319 35,240

売上原価 10,024 10,511

売上総利益 24,294 24,728

販売費及び一般管理費 ※1
 19,143

※1
 20,152

営業利益 5,151 4,575

営業外収益

受取利息 7 6

受取配当金 19 19

ＦＣ加盟料 45 60

受取地代家賃 34 33

新株予約権戻入益 0 40

雑収入 67 24

営業外収益合計 175 184

営業外費用

支払利息 42 34

賃貸費用 18 15

東日本大震災義援金 － 114

雑損失 14 25

営業外費用合計 75 189

経常利益 5,250 4,570

特別利益

固定資産売却益 10 3

特別利益合計 10 3

特別損失

固定資産除却損 132 107

固定資産売却損 23 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 308 －

特別損失合計 464 107

税金等調整前四半期純利益 4,796 4,466

法人税、住民税及び事業税 2,169 2,009

法人税等調整額 △127 △91

法人税等合計 2,042 1,918

少数株主損益調整前四半期純利益 2,754 2,548

四半期純利益 2,754 2,548
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,754 2,548

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △62 86

為替換算調整勘定 △1 0

その他の包括利益合計 △63 87

四半期包括利益 2,691 2,635

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,691 2,635

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,796 4,466

減価償却費 1,390 1,459

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 308 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6 △0

退職給付引当金の増減額（△は減少） 35 △3

受取利息及び受取配当金 △26 △25

支払利息 42 34

固定資産売却損益（△は益） 13 △3

固定資産除却損 132 107

たな卸資産の増減額（△は増加） △36 2

仕入債務の増減額（△は減少） △13 △10

未払消費税等の増減額（△は減少） △301 35

その他 △82 43

小計 6,265 6,105

利息及び配当金の受取額 26 25

利息の支払額 △42 △34

法人税等の支払額 △3,572 △1,739

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,676 4,356

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △4 △4

有形固定資産の取得による支出 △2,366 △1,568

有形固定資産の売却による収入 83 4

貸付けによる支出 △55 △151

貸付金の回収による収入 71 63

差入保証金の差入による支出 △103 △157

その他 △12 58

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,387 △1,755

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100 320

長期借入れによる収入 2,592 3,348

長期借入金の返済による支出 △3,680 △4,270

社債の償還による支出 △552 △140

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の処分による収入 30 27

配当金の支払額 △503 △705

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,014 △1,420

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,725 1,181

現金及び現金同等物の期首残高 8,909 7,223

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 7,183

※1
 8,404
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【追加情報】
　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　
【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

給料手当及び賞与 3,677百万円

雑給 4,793百万円

賞与引当金
繰入額

638百万円

貸倒引当金
繰入額

７百万円

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

給料手当及び賞与 3,892百万円

雑給 5,059百万円

賞与引当金
繰入額

601百万円

貸倒引当金
繰入額

２百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係

現金及び預金勘定 7,247百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △63百万円

現金及び現金同等物 7,183百万円

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係

現金及び預金勘定 8,465百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △60百万円

現金及び現金同等物 8,404百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 503 25平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月29日
取締役会

普通株式 503 25平成22年９月30日平成22年12月６日 利益剰余金

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　
当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 705 35平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月31日
取締役会

普通株式 605 30平成23年９月30日 平成23年12月５日 利益剰余金

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

当社グループは、中華事業とその他事業（主として和食専門店）の２つを事業セグメントとして認識

しておりますが、その他事業は報告セグメントとして区分する重要性が乏しいため、「その他事業」を

「中華事業」に結合した結果、報告セグメントが単一となるため、セグメント情報の開示は省略しており

ます。

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

当社グループは、中華事業とその他事業（主として和食専門店）の２つを事業セグメントとして認識

しておりますが、その他事業は報告セグメントとして区分する重要性が乏しいため、「その他事業」を

「中華事業」に結合した結果、報告セグメントが単一となるため、セグメント情報の開示は省略しており

ます。

なお、その他事業の中核である「いけすの王将 三雲店」を平成23年９月１日に閉店したため、同日を

もって事業セグメントを中華事業のみとしております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 136円76銭 126円30銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 2,754 2,548

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 2,754 2,548

    普通株式の期中平均株式数(千株) 20,141 20,177

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 136円43銭 126円27銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(百万円)
    (うち支払利息(税額相当額控除後))

 
―
 

―

    普通株式増加数(千株) 47 ３

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第38期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当について、平成23年10月31日開催の取

締役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

①　配当金の総額 605百万円

②　１株当たりの金額 30円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成23年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月９日

株式会社　王将フードサービス

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　
公認会計士　　小　　林　　洋　　之　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　
公認会計士　　中　　山　　      聡　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社王将フードサービスの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から

平成23年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社王将フードサービス及び連結子会社
の平成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ
なかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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